
自社開発の低ノイズ・インバータで超高周波誘導加熱技術を開発し、従来にない
熱処理を実現することによって、さまざまなものづくりに貢献。

FETインバータによる超高周波熱処理技術の開発

同社は、電界効果トランジスタ（FET）による誘導加熱用の高周波インバータで、低ノイズ
の製品を開発した。さらに、このインバータによって、2MHzという超高周波数帯域を利用す
る電磁誘導加熱の技術を開発した。これにより、ステンレスやアルミニウムといった非磁性金
属の急速短時間加熱が可能となり、また注射針のようなご
く細い径の物や薄い物の局部加熱など 従来できなかった
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く細い径の物や薄い物の局部加熱など、従来できなかった
軽薄短小部品の高周波熱処理が可能となった。

交換時間を大幅に短縮する焼きばめ装置の開発

マシニングセンタの主軸に工具を装着する際、機械的に締
め付けて固定するコレットチャックホルダに代わり、材料を
膨張させて固定する焼きばめホルダを使うことにより、主軸
に芯ブレなく安定した装着ができ、高速・高精度な加工が可
能となる。従来の熱風式では、加熱交換に十数分かかり非効
率であったが、同社はこれを数秒まで短縮できる超高周波加熱によ
る焼きばめ方法を開発した。

全自動工具交換装置による加工の品質と経済性の両立

同社が開発した焼きばめ方式は、加熱がIHで制御簡便、し
かも低ノイズでコンパクトなため、コンピュータなど高度な
制御を行う電子機器と共存稼働可能である。この利点をいか
して、工作機械に組み込める自動交換装置（ASF）を開発し
た。この技術は、単なる加工精度の向上だけでなく、省力、
無人化など生産効率の改善にも寄与し、加工の品質と経済性

を同時に両立させる生産システムが構築できるようになった。

全自動焼きばめ装置の心臓部「ASF」

誘導加熱装置「MEGA HEATER」




